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　１－１　はじめに

外張り断熱工法

※ モエンの施工については、設計施工資料集「モエン標準施工法」も併せてご参照ください。

モエンサイディング（以下モエン）の安全性と品質を確保するために、ニチハの施工基準を設定しております。

外張り断熱工法の外壁部分を安全に施工していただくための基準となります。

対象は補助桟（横桟）、防水紙、胴縁、モエンの施工に関する外壁部分についてのみとし、屋根、基礎などの

部分の断熱方法、取り合いについては除外させていただきます。

　１－２　ニチハ施工基準（断熱厚50㎜超～100㎜以下）の概要

１）本工法の主なポイント

①断熱材（発泡系）の厚さが、５０㎜超～１００㎜以下限定の基準です。

②補助桟・横桟（横架材）を入れます。

③胴縁・補助桟の留め付けは指定ビスを使用します。

モエンの自重による垂れ下がりを防止するため、補助桟で支え、胴縁は断熱材の厚みごとに指定のビス

で留め付け、長さ・間隔・留付方法も条件により規定します。

※縦胴縁仕様・横胴縁仕様、各々の規定を設けています。

※モエン横張り（縦胴縁仕様）では「３階建てへの施工基準」および「断熱材の厚みが５０㎜を超え７５㎜

以下」、「断熱材の厚みが７５㎜を超え１００㎜以下」を別途ご用意しております。

※「モエン大壁工法の外張り断熱工法」の場合の施工基準」を別途ご用意しております。

        弊社営業所またはお客さま相談室までお問い合わせください。

※横胴縁仕様のみとなります。

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準

間柱間隔

ビス留付間隔（断熱材部）

ビス留付間隔（補助桟部） ビス留付間隔（補助桟）

横胴縁仕様　例
モエン

補助桟

留付ビス

留付ビス

横胴縁

防水紙

断熱材横胴縁
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　１－３　標準施工手順

外張り断熱工ἲ

横胴縁仕様（金具施工・釘打ち施工）

※モエン重量（気乾）　　２０ｋｇ／㎡以下

木造躯体（柱・間柱・下地面材など）などのチェック

補助桟（横桟）、サッシ留付用下地枠等の取り付け

サッシの取り付け　断熱材の張り付け

土台水切の取り付け

防水テープ・防水紙張り

木胴縁の取り付け

付属部材・出隅柱・本体等の取り付け

シーリング工事

墨出し

外壁塗装（無塗装品の場合）

補修・点検　片付け・清掃

墨出し

墨出し

図面と製品の確認・照合　張り方と割り付けの確認

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準
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　１－４　適用条件

外ᙇ䜚断熱工法

２）防火上の条件

防火構造・準耐火構造などで使用可能な断熱材・防耐火認定は、各断熱材メーカーにお問い合わせの上、

ご使用ください。（NPO法人住宅外装テクニカルセンター取得の防耐火認定は適用外です。）

地　　 域 全国対応

用　　 途 住宅・店舗・共同住宅

建築高さ ９ｍまで＜２階建てまで＞

工　　 法 木造軸組工法・木造枠組壁工法　（鉄骨造は不可）

地上２階建てまで

高さ９ｍまで

建築高さ

構　造 木造軸組および木造枠組壁の構造体については、

　木造軸組躯体

　木造軸組躯体　＋　合板など下地面材

　木造枠組壁躯体　＋　合板など下地面材  とします。

●横胴縁仕様（金具施工・釘打ち施工）

※モエン重量（気乾２０kg／㎡以下）

モエンサイディング-Ｍ、Ｗ（１４㎜）

モエンエクセラード（１６㎜）

（モエンアートは不可）

１）施工上の条件

３）使用可能なモエン

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準
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　１－５　下地基準（断熱厚50㎜超～100㎜以下限定）

モエン外張り断熱工法（発泡系断熱材）は、原則下表の施工法とします。

なお、下表の他、防水紙張り・胴縁下地組みなど、後記の条件およびモエンの標準施工を満たす場合とします。

外張り断熱工法

※留付金具、ビス、釘の留め付けなどで本施工基準に記載していない事項は、「モエン標準施工法」をご参照ください。

凡例 本施工基準に於いて

該当する施工仕様
外張り断熱工法
不可

標準施工法上
不可×○

１８㎜

モエンＳ
モエン
Ｍ・Ｗ

モエンアート

１８㎜ １４㎜
下地材
１６㎜

下地材
１４㎜

455×3030 455×3030
910×3030
1000×3030

455×3030 455×3030

縦胴縁

横胴縁

９１０
（３尺）

１０００
（ﾒｰﾀｰ）

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

横胴縁

横胴縁

横胴縁

部分

受け材

胴縁なし

胴縁なし

胴縁なし

Ｃ形鋼

縦胴縁

Ｃ形鋼

横胴縁

縦木胴縁
厚み33㎜
以上

横木胴縁
厚み33㎜
以上

６０６

６０６

４５５

５００

４５５
下地間隔

４５５
下地間隔

４５５

５００

４５５

５００

５００

５００

５００
下地間隔

４５５

５００

５００

５００

６０６

６０６

５００

５００

横張り

縦張り

横張り

縦張り

横張り

縦張り

縦張り

横張り

横張り

縦張り

横張り

横張り

横張り

縦張り

縦張り

横張り

縦張り

横張り

縦張り

金具

（横使い）

金具

（縦使い）

通気金具

縦張り

通気金具

釘打ち

釘打ち

釘打ち

金具
（ﾒｰﾀｰﾓ

ｼﾞｭｰﾙ金具）

金具

（横使い）

金具

（縦使い）

通気金具

金具

釘打ち

釘打ち

釘打ち

通気金具

縦張り

通気金具

釘打ち

釘打ち

455×3030

×

ＥＸ

１６㎜

455×1820

×

× ×

××

×

×

×

××

×

×

×

× × × ×

×

× ×

××

× × ×

×

×

× ×

×

×

×

×

２１㎜

× ×

○ ○ ○

○ ○

○

○

×

×

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準

455×1820455×1820

○

× × ×

× × ×

× × ×

×× ×

× ×
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　１－６　横胴縁仕様　各部の規定

２）補助桟・横桟

本施工基準では、胴縁を支えるための躯体に取り付ける桟を以下のように定義します。

補　助　桟 ：モエンの鉛直荷重を負担する桟

横桟(縦桟)：モエンの鉛直荷重を負担させない桟

①補助桟・横桟の材質

スギ・ベイツガなど胴縁と同等の材を使用してください。

②設置場所

１）断熱材について

断熱材厚み

断熱材種類

５０㎜超え～１００㎜以下

発泡系断熱材

③寸法

④留付ビス

胴縁留付ビスと同じ指定ビスを使用してください。

（留付間隔は４５５（５００）㎜以下＝間柱間隔）

※ビスについては　３）胴縁の項目をご参照ください。

桁側・妻側・開口部への設置箇所はそれぞれ下記位置を標準とします。

A

B

厚み（A)

幅　（B）

設置箇所 金具施工 釘打ち施工

補助桟

桁　　側 妻　　側

２F

１F

２F

１F

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

補助桟 補助桟

補助桟

断熱材部断熱材部 補助桟
断熱材部

開口部

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

横桟（金具施工）

補助桟（釘打ち施工）

※開口部については、後述「その他の注意点」もご参照ください。

また、開口部周りはサッシフィンがあるため適宜胴縁が留め付けられる幅としてください。

土台部・下屋根部

上 下 接 合 部

軒 部

開 口 部

補助桟：９０㎜以上、横桟：６０㎜以上

補助桟、横桟：１００㎜以上

部位

補助桟

補助桟（＋横桟）

横桟

開口上部：補助桟

その他：横桟(縦桟)

土台部

上下接合部

軒　部

土台部

上下接合部

上下接合部

開口部

金具施工 釘打ち施工

断熱材の厚み

妻壁

＜ モ エ ン の 下 端 部 ＞

＜モエンの上下接合部＞

＜ モ エ ン の 上 端 部 ＞

＜ 開 口 部 ま わ り ＞

50超え～75㎜以下

75超え～100㎜以下

እᙇり断熱工法
断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準

仕様
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　１－６　横胴縁仕様　各部の規定

外張り断熱工法

３）胴縁

①材質・寸法

・木胴縁の厚み、樹種は次の例を参考にしてください。

スギ材を用いる場合には厚み１８㎜以上、ベイツガ材を用いる場合には厚み１５㎜以上の乾燥材を使用

してください。これら以外の胴縁下地組みについては、弊社最寄りの営業所までお問い合わせください。

・出隅部などに関しては、胴縁幅１２０㎜（※条件によって９０㎜）が必要となります。躯体に確実に留め付

け、またモエンが確実に留め付けられるよう注意してください。

※出隅部に木桟（断熱材厚み×１５０㎜）を縦に入れる仕様があります。別頁をご確認ください。

②留付ビス

・シネジック株式会社製　　『パネリードⅡ　（プラス）』

●断熱材の厚みにより下記表の指定ビスを使用

※上記ビス長さは胴縁厚が２０㎜程度以下の場合です。胴縁厚がこれを超える場合は、当基準外となります。

＋

断熱材の厚さ

５０㎜超～６５㎜以下 φ６．０㎜×１３５㎜　（Ｐ６×１３５Ⅱ　）

問い合わせ先 シネジック株式会社 TEL ０２２（３５１）７３３０

パネリードⅡ　（プラス）
＋

＋

６５㎜超～７５㎜以下 φ６．０㎜×１５０㎜　（Ｐ６×１５０Ⅱ　）＋

７５㎜超～１００㎜以下 φ６．０㎜×１８５㎜　（Ｐ６×１８５Ⅱ　）＋

③ビス留付方法および留付間隔

●モエンの施工法・胴縁部位により、下表の間隔で留め付けます。

※モエンの重量（気乾）は２０kg／㎡以下とします。

（　　）内数値はメーターモジュールの場合

施工法 胴縁部位　および　下地躯体 ビス留付方法・間隔 該当サイディング

金具施工

補助桟部

横架材下地あり
（土台・梁などへ留め付け）

シングル留め
＠２２７．５（２５０）㎜以下

ＥＸ　縦張り品

横架材下地なし
（間柱へ留め付け）

ダブル留め
＠４５５（５００）㎜以下

横 桟 部
シングル留め

＠４５５（５００）㎜以下

断熱材部 （間柱へ留め付け）
シングル留め

＠４５５（５００）㎜以下

釘打ち施工
補助桟部

断熱材部
シングル留め

＠４５５（５００）㎜以下

Ｍ　Ｗ　ＥＸ　

縦張り品

（横架材または間柱へ留め付け）

（横架材または間柱へ留め付け）

ビス留付間隔

モエン

断熱材 留付ビス

横胴縁

例

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準
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外張り断熱工法
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断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準

同質出隅内寸120㎜　胴縁90㎜幅　金具施工
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「断熱厚75㎜＋面材」でのシーリング仕様施工例

同質出隅内寸120㎜　胴縁120㎜幅　金具施工

「断熱厚100㎜＋面材」でのシーリング仕様施工例

㻝㻞㻜

ෆᑍ䠖㻝㻞㻜 ෆᑍ䠖㻝㻞㻜

䝃䜲䝕䜱䞁䜾
ཌ䜏

ྠ㉁ฟ㝮䛾
ෆᑍ

䝃䜲䝕䜱䞁䜾
ཌ䜏

ྠ㉁ฟ㝮䛾
ෆᑍ

䐟䠖⬗⦕ᖜ䠕䠌䟚

䐠䠖⬗⦕ᖜ䠍䠎䠌䟚

䐡䠖ᮌᱞ䠄断熱ᮦཌ䜏䠅㽢䠍䠑䠌䟚

䚷䚷

㏣ຍୗᆅ

ᰕ㻝㻜㻡㽢㻝㻜㻡

ᰕ㻝㻜㻡㽢㻝㻜㻡

㻡
㻝
㻢
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外張り断熱工法

䚷䠍䠉䠒䚷ᶓ⬗⦕௙ᵝ䚷ྛ㒊䛾つᐃ

䐥ฟ㝮㒊䛾⬗⦕᪋工䛻䛴䛔䛶

䚷䚷䐥䠉䠏䚷ᶆ‽᪋工᮲௳䠖ฟ㝮㒊䛻ᮌᱞ䠄断熱ཌ䜏㽢䠍䠑䠌䟚䠅䜢㏣ຍ䛩䜛ሙྜ

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䞉䚷ᮌᱞ䠄断熱ཌ䜏㽢䠍䠑䠌䟚䠅䜢⿵ຓᱞ␃䜑௜䛡䝡䝇䛸ྠ䛨䝡䝇䛷䠐䠑䠑䟚௨ୗ䛾㛫㝸䛷㌣య䛻

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷␃䜑௜䛡䜎䛩䚹

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䞉䚷ฟ㝮㒊䛾⦪⬗⦕䜢␃䜑௜䛡䝡䝇䠄䛄䝟䝛䝸䞊䝗䊡䚷䠄䝥䝷䝇䠅䛅䛾㛗䛥䠖⬗⦕䠇断熱ᮦཌ䜏䛛䛴䚸䚷

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻌ᮌᱞ䜢㈏㏻䛧䛺䛔㛗䛥䠅䛷䠐䠑䠑䟚௨ୗ䛾㛫㝸䛷㌣య䛻␃䜑௜䛡䜎䛩䚹

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䞉䚷ྠ㉁ฟ㝮䛿䚸ෆᑍ䠔䠌䟚௨ୖ䛾䜒䛾䜢౑⏝䛧䜎䛩䚹

⣡䜎り౛䛸䛺り䜎䛩䚹䠄䈜ヱᙜ㒊䜢ศ䛛り᫆䛟䛩䜛䛯䜑䚸ฟ㝮䛾∦ഃ䛾䜏䛾⣡䜎りᅗ䛸䛧䛶䛚り䜎䛩䠅

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準

同質出隅　内寸70㎜

「断熱厚100㎜＋面材」でのシーリング仕様施工例

     木桟を躯体に取り付ける時に斜めに

     転びやすくなりますのでご注意くだ

     さい。

䠇

㻟㻜
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㻤
㻡
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㻢
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䝟䝛䝸䞊䝗䊡䚷㛗䛥䠍䠔䠑䟚
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䠜䠐䠑䠑䟚

ෆᑍ䠖㻤㻜
䝟䝛䝸䞊䝗䊡䚷㛗䛥䠔䠌䟚䡚䠍䠎䠌䟚䚷䠜䠐䠑䠑䟚௨ୗ

䠇

木桟：

断熱厚み

×150㎜

㻝
㻡
㻜

!
ὀ䚷䚷ព

䚷䠍䠉䠓䚷䛭䛾௚䛾ὀព஦㡯

䈜外張り断熱工法䛾᪋工ᇶ‽௨外䛻䛴䛝䜎䛧䛶䛿䚸䝰䜶䞁ᶆ‽᪋工法䛻‽ᣐ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

断熱ᮦ䛾ཌ䛥䛜ཌ䛟䛺䜛䛣䛸䛻ຍ䛘䚸䝃䝑䝅䛾㧗ᛶ⬟໬䛻క䛔䝃䝑䝅⮬య䛾㔜㔞

䛚䜘䜃䜺䝷䝇䛾㔜㔞䛜ቑຍ䛩䜛䛣䛸䛜⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹
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䛰䛥䛔䚹
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　１－８　横胴縁仕様　各部の規定

እ張り断熱ᕤ法

＠
227.5(250)

モエン

＠
227.5(250)

(＠
間
柱
間
隔
)

＠
455(500)

横架材あり（土台・胴差などへ留め付け）

躯体の状況

横架材なし（柱・間柱へ留め付け）

土台部・下屋根部　など

（モエン張り始めの

下端部）

胴差部・妻壁部　など

（モエンの上下接合部）

軒部　など

（モエンの上端部）

横架材　または　柱・間柱

＠
455(500)
(＠
間
柱
間
隔
)

部位

断熱材部

モエン

＠
455(500)

(＠
間
柱
間
隔
)

（　　）内数値はメーターモジュールの場合

(＠
間
柱
間
隔
)

＠
455(500)

＠
455(500)

横胴縁

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

横胴縁90サイズ

留付ビス

＠
455(500)

シングル留め　＠227.5（250）㎜以下 ダブル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠227.5（250）㎜以下
（下側胴縁は軒部同様＠455（500）㎜以下で可）

ダブル留め　＠455（500）㎜以下
（下側胴縁は軒部同様シングル留めで可）

シングル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠455（500）㎜以下

モエン

モエン

横胴縁90サイズ

䠘㔠ල᪋ᕤ䠚

横胴縁90サイズ
横胴縁90サイズ

軒天

モエン

断熱材断熱材

断熱材断熱材

断熱材

断熱材

横桟

横桟

留付ビス

留付ビス留付ビス

留付ビス

留付ビス

留付ビス

留付ビス

土台・胴差などの横架材

横架材　または　柱・間柱

柱・間柱など
補助桟補助桟

柱・間柱など

補助桟

補助桟

胴差などの横架材

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準

※補助桟のサイズは断熱材の厚みごとに異なるため、｢１－６　③寸法｣をご確認ください。

モエン

※各部の納まり図面もご参照ください。
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　１－８　横胴縁仕様　各部の規定

እ張り断熱工法

（　　）内数値はメーターモジュールの場合䠘釘打ち施工䠚

※釘打ち施工では、躯体（横架材に留め付け・柱に留め付け）にかかわらず、同じ留付方法となります。

躯体の状況

土台部・下屋根部　など

（モエン張り始めの

下端部）

胴差部・妻壁部　など

（モエンの上下接合部）

軒部　など

（モエンの上端部）

部位

断熱材部

※各部の納まり図面もご参照ください。

シングル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠455（500）㎜以下

シングル留め　＠455（500）㎜以下

断熱材軒天

横架材　または　柱・間柱モエン

＠
455(500)
(＠
間
柱
間
隔
)

9
0
以
上

(＠
間
柱
間
隔
)

断熱材

＠
455(500)

モエン

横胴縁

断熱材

モエン

＠
455(500)

(＠
間
柱
間
隔
)

断熱材

＠
455(500)

モエン

横胴縁

横胴縁

断熱材

横胴縁

シングル留め　＠455（500）㎜以下

留付ビス

留付ビス

留付ビス

留付ビス

留付ビス

留付ビス

留付ビス

補助桟

補助桟

横架材　または　柱・間柱

胴差などの横架材　または　柱・間柱

胴差などの横架材　または　柱・間柱補助桟

補助桟

補助桟

横胴縁

90サイズ

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準

※補助桟のサイズは断熱材の厚みごとに異なるため、｢１－６　③寸法｣をご確認ください。
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　１－９　横胴縁仕様　各部の規定

外ᙇり断熱工ἲ

④金具施工の場合、モエンの上端部・下端部とも、必ず補助桟・横桟に留め付けられた横胴縁に金具留め

してください。

× モエン下端部の金具留め

位置が不適切。

モエン上端部の金具留め

されている胴縁の下地（補

助桟・横桟）がない。

モエン上端部の金具留め

されている胴縁の下地（補

助桟・横桟）がない。

不適切な例

モエンの上下端部どちらか片方でも有効な留め付けがなされていない施工はしないでください。

× ×

胴縁の不陸によって、モエンに影響が

でることがあります。

×不陸

確実に留め付けてください。

補助桟および断熱材×

留付ビスが外れると、十分な留付強度が

確保できません。

１）その他の注意点

①防水紙は、断熱材の上に防水テープなどで施工します。

（気密シート・気密テープなどは断熱材各社の仕様によります。）

②開口部まわりは防水テープによる止水処理を必ず行ってください。

③胴縁を留め付ける際は、柱・間柱の位置を確認し、留付ビスの外れには十分注意してください。

胴縁の端あき距離は１０㎜以上確保し、胴縁が割れた場合は、打ち直してください。

また、断熱材部の胴縁においては、留付ビスの締め付けすぎによる胴縁の沈み込みに注意してください。

（胴縁面に不陸が生じます。）

注　　意

!

横胴縁

横胴縁

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準
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　１－９　横胴縁仕様　各部の規定

外張り断熱工法

⑤９０㎜幅の胴縁を施工する場合において、胴縁の片側が大きく反ったり傾いてしまう場合は、適宜ビスを

千鳥打ちまたは増し打ちをするなどして対応してください。

⑥断熱材５０超～７５㎜以下の場合：

サッシ上部の補助桟寸法およびビス留付間隔は、支持するモエンの長さが１０００㎜以下の場合は、

横桟同等で可とします。（４５㎜幅以上の桟で、ビス留付間隔４５５（５００）㎜以下）

長さが１０００㎜を超える場合は、通常の補助桟と同様の留付方法および間隔としてください。

（※右図は胴縁が間柱への留め付けとなる場合）

※外張り断熱工法の施工基準に掲載されていない事項については、モエン標準施工法に準拠してください。

対応例

補助桟

横胴縁90サイズ

ビス留
付

間
隔

適宜増し打ち
横胴縁90サイズ

ビス留
付

間
隔

補助桟

1
0
0
0
超

1
0
0
0
以

下

補助桟（横桟同等） 補助桟

断熱厚50㎜超～100㎜以下　

横胴縁　限定基準
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